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研究成果の概要（和文）： 
これまでヴィクトリア朝小説は 19 世紀イギリス帝国主義を維持するための道具とみなさ
れてきた。しかし、本研究において、Sarah Grandと Wilkie Collins のテクストを分析す
ることで、実際には小説が帝国の未来についての不安を映し出していることが分かった。
具体的には、Grandの“Eugenia”と Thomas Hardyの Jude the Obscure を比較することで、
Hardy がニューウーマン小説の中で主張されている女性の役割に関する帝国主義の言説に
挑戦していることを明らかにした。また、Collinsの The Frozen Deep に注目することで、
イギリス人紳士の理性が実はイギリス人の身体の中にある他者性に拠っていることを明ら
かにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Victorian fiction has been regarded as an instrument to maintain nineteenth-century 
British imperialism.  However, in this study, by analyzing texts by Sarah Grand and 
Wilkie Collins, I have found out that they actually show an anxiety about the future 
of the nation.  Specifically, by comparing Grand’s “Eugenia” with Thomas Hardy’s 
Jude the Obscure, I have demonstrated Hardy’s challenge to imperialistic discourses 
concerning women’s roles.  Moreover, by focusing on Collins’s The Frozen Deep, I 
have shown that the rationality of the English gentleman is founded on the Otherness 
inside the English body.                    
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１．研究開始当初の背景 
これまでヴィクトリア朝の小説は帝国主義
と共謀していたと言われてきた。サイード以

降、ポストコロニアル理論により、様々なヴ
ィクトリア朝小説について帝国主義との関
係で読み直しがなされてきているが、本研究
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では、センセーション小説やニューウーマン
小説などヴィクトリア朝中期から後期の小
説で帝国主義との共謀関係が見られるとさ
れてきたジャンルの作品に注目し、その解釈
に疑問を唱え、新たな読みの可能性を探った。 
 
２．研究の目的 
（１）ニューウーマン小説作家 Sarah Grand
の小説における「母性」や「性選択」という
女性に関する帝国主義的な言説が Thomas 
Hardy の小説のなかで挑戦されていることを
明らかにする。 
 
（２）センセーション小説作家 Wilkie 
Collins の小説に描かれたイギリス人の「理
性」による優位性という帝国主義的な言説が
実はイギリス人の「非理性」によって成り立
っていることを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）ニューウーマン小説における「帝国の
母」としての女性の役割を Grandの作品から
明らかにする一方で、Hardyの作品では女性
のセクシュアリティがどのように描かれて
いるか、また、その描写を通して、Hardyが
どのようにニューウーマン小説に挑戦して
いるかを分析した。 
 
（２）Collinsの小説の中に見られる「千里
眼」というゴシック的な要素と、一方でそれ
を否定する「理性」という帝国主義の言説を
分析し、テクストがどのように帝国の秩序回
復に向かっているのか、また実際に秩序は回
復できているのかを分析し、Collinsのセン
セーション小説の特徴を確認した。 
 
４．研究成果 
（１）ニューウーマン小説で描かれた「帝国
の母」としての女性に対して、実際のテクス
トでは、女性のセクシュアリティに関して曖
昧さが残る。一方、女性のセクシュアリティ
の問題に関して、Hardy はテクストで母性を
持たない性的に自由な女性を描き、当時のニ
ューウーマン小説の言説に挑戦している。結
果として、Hardy の小説を通してニューウー
マン小説を読み直した場合、小説は必ずしも
帝国主義と共謀しているとは言えず、逆にニ
ューウーマン小説には自ら自然のセクシュ
アリティを抑圧した女性が描かれているこ
とになり、そこには帝国の未来への不安が残
ることがわかった。 
 
（２）センセーション小説作家である Wilkie 
Collins の作品に描かれた「千里眼」と、同
時に存在するそれを否定するベクトルに注
目し、そこに帝国主義の文明化の任務という
プロットを読み取った。しかし、テクストの

最後では、千里眼を否定し回復したと思われ
たイギリスの秩序が、実はイギリス人の身体
に潜んでいる「非理性」に依存していること
が分かる。その結果、テクストは不安を抱え
たままとなる。Collins と Dickens の関係を
合わせて問題を考慮することで、「男性同士
の絆」や看護の問題、さらには Collinsのテ
クストに見られるゴシック的な性格などの
点から、小説と帝国主義の共謀関係というこ
れまでの解釈を崩すことができた。 
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